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異文化・日本社会への窓口 

Study Abroad Report 

海外での学びを通じて感じたこと、困ったことなどを英語（原則）

で発表する体験報告会です。 

 今後同様の海外プログラムへの参加を希望する学生にとって必要

な準備・心構えなどを具体的に知ることができ、渡航時の大きな参

考になります。 

国際交流の場 
留学生・外国出身の PD と日本人学生・教職員を繋ぐ 

交流の輪を広げる場 

World Cooking Day 

留学生や外国出身の PD の出身国の話を聞き、出身国の料理を一

緒に作り、食事をする場を提供しています。 

Excursion 

名古屋やその周辺の観光地を訪ねる機会を提供しています。 

English Night 

バーテンダーに扮した学生や教職員にドリンクやフードを英語で

注文したり、外国のゲームを楽しんだり、海外の雰囲気を疑似体験

する機会を提供しています。 

i Plaza とは？ 
i Plaza(International Communication Plaza)は、国際的視野を持ち、

グローバルに活躍できる人材の育成の場として 2011 年 10 月にオープ

ンしました。 

月～金曜日午後 1：00～7：00 に開室しており、誰でも気軽に利用す

ることができます。施設内には打合せスペースや、英米文化をイメージし

たカフェ風スペースを整備しており、学生、教職員、留学生、外国出身の

研究員（Postdoctoral Fellow /以下 PD と表記）の相互の交流促進をはじめ、

外国語学習や国際性涵養に役立つ場として活用されています。また図書ス

ペースも完備しており、英語や他言語に関する書籍の貸出や、パソコン・

DVD の利用もできます。 
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E-SUP 制度の導入 

2012 年度から英語ステップアップ・ポイント制度

（E-SUP 制度）が導入されました。i Plaza で行われ

ている各イベントに参加して課題に取り組むことで、

ポイントを獲得することができるようになりました。         

（別途詳細） 

外国語学習の場 

Lunchtime Chatting 
英語ネイティブスピーカーを囲み、学生、教職員が会話をしながら昼食を楽しみま

す。授業の場と異なり、学生と教員という垣根を越えて英会話を楽しみ、異文化理解

を深めます。今年度から中国語の Chatting も開催しています。 

 

Tim’s Tea Time  
Tim 先生による English Tea Time では、参加者同士がリラックスした雰囲気の中

で英会話を楽しみ交流を深めます。 

＊2016 年度度は Tea Time と Coffee Hour を毎週交互に開催予定 

推進メンバー 

＜教員＞ 

原大介教授 伊東田恵准教授  

吉村雅満教授 小島信晃助教 

Tim Phillips 特任非常勤講師 

＜事務職員＞ 

岩井誠 学生部 Senior Specialist（2015 年 9 月退職） 

三井正人 GM（グループマネージャー）水谷真由子係員  

松本絵里係員 澤野紀子係員 

＜学生ボランティア＞ 

E-SUP 制度対象学生・一般学生 
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『Tim's English Tea Time』 

隔週木曜日 15：00-16：00 

英国式のアフタヌーンティーを体験しながら、英

語で身近な出来事を話します。イギリス出身の

Tim 先生と習慣や考え方の違いを語り合うこと

もあり、気軽に参加できる交流の場です。 

『Lunchtime Talk』 

随時開催 

海外の研究施設で勉強・研究をしてきた教員・研究者・学生の話が聞ける場です。研究だけ

でなく、外国での生活や文化についてリラックスした雰囲気で聞くことができます。工学に

関連したテーマ、哲学や趣味のトピックなど、さまざまな分野に英語で触れる機会です。 

2015 年度は 10 回開催されました。（次項一覧参照） 

『Lunchtime Chatting』 

毎週月～金曜日 12：05-12：50 

平日のランチタイムに昼食を食べながら、さまざ

まな国籍の教職員・留学生・TA(Teaching Assistant)・

PD・一般学生が英会話を楽しみます。趣味の話か

ら国際情勢まで話題は多岐にわたります。 
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5/8    Zheng Liu 教授  

「産業インターネットから実用的な情報に向けて」 

          “Towards Actionable Information from Connected Machines” 

 

5/20   Benjaporn Chaiyanate さん（タイ/日工業大学 4 年生/武野研究室で研修中） 

Witsanee Suthumpoung さん（タイ/日工業大学 4 年生/松井研究室で研修中） 

「現在の研究内容と母国タイについて」 

 

6/4   粟野 博之 教授 

「情報記録の技術トレンド（スピントロニクス）」 

“Technology Trend of Information Storage” 

 

7/8   小林 正和 准教授 

「ユーザーの感性評価に基づく製品意匠設計」  

“Product aesthetic design based on customer’s  kansei evaluation” 

 

9/11  原田 慶さん（学部 3 年） 

「バイクのある風景」 “Along with my motorcycle!” 

 

10/7  Yi You さん（ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学/大学博士課程 1 年生/吉村研究室で研究中） 

「研究の成果と日本での暮らし」 

 

11/3  Junjiao Deng さん 

（ﾆｭｰｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ大学博士課程 1 年生/特別研究学生/吉村研究室で研究中） 

「研究成果と学生生活について」 

 

11/5  大西 健史君（TTI 卒業生/TTIC 博士課程在籍） 

「TTIC での研究や学生生活などについて」 

 

12/8  G. R. A. Kumara さん（スリランカ出身/吉村研究室） 

「研究成果と研究生活について」 

 

12/15、1/5 浅野 幸治 准教授 

「英語で『哲学』」 “The Meaning of life” 
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6/12 『French Night』 

フランスからの3人の留学生が母国の文化を紹介してくれました。留学生とTTI学生たちは、

学生生活や若者文化の違いについて語り合いました。簡単なフランス語会話に挑戦しましたが、

英語とは違う発音が新鮮でした。フランス人学生が作ってくれたクレープ、フランス産チーズ・

パン・ワインを味わい、フランスの雰囲気を楽しみました。      ＜参加者：41 人＞ 

               

   

First Semester 

   

TTI(Toyota Technological Institute) iPlaza 主催のパーティー参加のルールは、“日本語を使わない

こと”。会場内では英語でカードゲームを楽しみ、歓談します。 

ゲームのルールを英語で説明し進行するのは、この日の為に準備を重ねてきた E-SUP 活動※

参加学生たちです。また、参加者は iPlaza のみで使用できる“TTI ドル”を使って、バーカウン

ターで飲食物を注文することもできます。注文表現を学びながら、バーテンダーと会話し、外国

にいるかのような雰囲気を味わいました。英語だけの環境を初めて体験する 1 年生も、上級生の

サポートを受けながらパーティーを盛り上げました。                    ＜参加者 68 人＞ 
                                                      

 

 

※「E-SUP 活動」とは？ 

英語ネイティブ教員と共にイベントの準備・運営を行うことで、「E-SUP 制度」(p.3)に基づきポイ

ントが与えられる活動です。企画・準備期間も英語を使ってコミュニケーションを取ることで、自然

に英語で表現する練習ができます。 iPlaza のイベントは E-SUP 活動に参加する「E-SUP ボラン

ティア学生」を中心に企画されています。 

2015/5/14『English Night』 

       

“TTI ドル” 

iPlaza パーティー会場内で 

飲食物を購入する為に使います。 
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6/19 『World Cooking Day』 
 

2015 年度は、ベトナム出身の PD、 Nguyen Dinh Hoa さんに母国の料理を教

えて頂きました。最初に 12 人の E-SUP 学生たちがベトナムについて調べたことを

発表しました。歴史・地理・民族衣装・少数民族・有名な観光地など、さまざまな視

点からベトナムを知ることができました。 

TTI 学生・PD のほかに、南山大学の

学生も参加して、皆でベトナム料理を作

りました。メニューは「揚げ春巻き」と

「ベトナム風野菜の和え物」です。皆で

協力して作ったベトナム料理は、どちら

も大変おいしく大好評。あっという間に

平らげてしまいました。 

                        ＜参加人数：21 名＞    

 

▲「ベトナム風野菜の和え物」と「揚げ春巻き」

と 

▲ベトナムについて調べたことを英語で発表 
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外国人 PD と留学生を誘って、彦根・長浜へ遠足に

行きました。雷が鳴る土砂降りの雨の中出発しました

が、彦根に着くころにはすっかり雨は上がり、雲間に

青空が覗いていました。彦根場内を見学し、城下町を

再現した夢京橋キャッスルロードを散策しながら昼

食をとりました。その後バスで長浜の黒壁スクエアへ

移動し、美しいガラス工芸を鑑賞しました。 

歴史的な街並みを堪能し、素敵

なカフェで歓談を楽しみ、留学

生と交流を深めました。 

              ＜参加者 18 人＞         

        

6/21『遠足（彦根・長浜）』 

 

海外からの研究者や留学生に、日本の伝統文化 茶道を紹

介しました。E-SUP 学生たちは事前に茶道の先生に作法を

学び、当日英語で抹茶の飲み方や茶室でのマナーを説明し

ました。日本人のもてなしの心に触れる茶会となりました。 

日本人学生たちにとっても、自国の文化を知る良い機会

でした。    ＜参加者：8 名＞ 

 

7/10『茶道体験』 
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協定校である中興大学（台湾）、ハンナム大学（韓国）、泰日工業大学（タイ）、チュラ

ロンコン大学（タイ）、チェンマイ大学（タイ）、ハノイ工科大学（ベトナム）から 12

名の学生を招き、本学でセミナーを行いました。 

「人と環境に安心・安全な循環型社会を目指して」というテーマを設定し、アジア各

国の学生と共に産・官・学の取り組みについて学びました。日頃学んでいることや研究

していることをどのように活かすことができるか、どのような技術が求められているか

について、国際的な視野に立って考えることが狙いです。参加者たちはプログラムの中

でテーマに関連する講義・実験をはじめ、施設見学（とよたエコフルタウン・トヨタ自

動車工場）やディスカッションを行い、見解を深め、最終日に共同プレゼンテーション

を行いました。 

また、本学学生たちが、浴衣の着付け体験や手巻き寿司作り体験など日本文化に触れ

るイベントを企画しました。参加者たちは日を追うごとに親交を深め、等身大の国際交

流を体験しました。                   ＜参加者：34 人＞ 

夏休み『サマーセミナー』 
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Second Semester 

9/25、29、30、10/1  

『学部海外英語演習報告会』 

8 月から 9 月にかけて実施した海外英語演習

参加者（学部生）による報告会を行いました。

米国(University of California, Davis)、フィリ

ピン(West Negros University)での 4 週間の英

語演習に 38 名の学生が参加しました。報告会

では学生たちが大学生活・ホームステイ・遠足・

文化の違い・人・食・自然・生活・ハプニング

等様々なテーマ別に自分たちの経験を英語で報

告しました。 ＜参加者：114 名（4 日計）＞ 

 

10/27 

『協定校サマープログラム』 

協定校サマープログラムに参加した学生の報告

会を行いました。3 名が台湾（中興大学）、2 名が

タイ（泰日大学）での経験を英語で報告しました。

留学を希望する学生はもちろん、他の留学プログ

ラムに参加した学生も興味深く話を聞き、互いの

体験を話し合いました。 

＜参加者：25 名＞ 

 

10/13、14、16、19 

『修士海外学外実習報告会』 

8 月から 9 月にかけて実施した修士海外学外実

習参加者による報告会を行いました。11 名の学生

が米国（University of South Florida Health）(The 

University of Wisconsin- Madison) 、台湾（Materials 

Analysis Technology Inc. ）、英 国 (University of 

Southampton) (The University of York) (University 

of Ulster)、チェコ(Brno University)、 ドイツ(Federal 

Institute for Material Research and Testing) 

(Johannes Gutenberg-University Mainz)、フランス

(Université de Bourgogne)、オーストリア (University 

of Applied Sciences Upper Austria)で実習を行いま

した。研究内容や日常生活での体験を発表しまし

た。       ＜参加者：98 名（4 日計）＞ 
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10/29 『ハロウィンパーティー』 

英米文化圏で行われるハロウィンパーティーを体

験するイベントを開催しました。学生と教職員は仮

装して参加し、普段とは違う雰囲気でパーティーを

盛り上げました。 

会場内は English Night 同様、日本語禁止です。

E-SUP 学生たちが英語で会を進行し、参加者たちも

英語でビンゴゲームやミイラ巻きゲームを楽しみま

した。最後には仮装コンテストの表彰が行われまし

た。互いの衣装制作の苦労話やこだわりを聞き、英

語での会話もはずみました。＜参加者：52 名＞ 

     

第 7 回目を迎えるスピーチコンテストは、今年も TED※プレゼンテーションの様式を模し

て行われました。発表者は夏休みに原稿を準備し、英語ネイティブ教員に効果的なプレゼン

テーション法を学びながら練習を重ね、本番を迎えました。ヘッドセットマイクを着け、身

振り手振りを交えながら聴衆を魅了する 7 つのスピーチが披露されました。 

優勝は、自由テーマ部門：米田拓真さん（学部 2 年）の“Let’s get into a Virtual 

World!” 、研究発表部門：池谷賢一さん（修士 2 年）の“Multi-objective free-form 

optimization for shape and thickness of shell structures with composite 

materials” でした。                      ＜参加者：22 名＞ 

 

 

※“TED”：価値のあるアイデアを世に広めることを目的とする米国の非営利団体。テクノロジー(T)、エンターティメント(E)、

デザイン(D)を中心に、幅広く世界に広めるべきと思われるアイデアをインターネットで配信する活動を行っている。  

10/12 『スピーチコンテスト』 
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12/7 『科学英語語彙コンテスト』 

名古屋工業大学との共催で科学英語の語彙コ

ンテストを行いました。学年を問わず、英語学

習に意欲的な学生が参加しました。 

豊田工業大学の上位入賞者には賞状と副賞が

授与されました。 

1 位 鈴木 健太さん（学部 2 年） 

1 位 米田 拓真さん（学部 2 年）＊同点 1 位

3 位 田中 駿太さん（修士 2 年） 

＜参加者：14 名＞ 

12/17 『クリスマスパーティー』 

クリスマスの雰囲気たっぷりに装飾された会場で、パーティーは日本語を使わず

に行われました。1・2 年生の E-SUP 学生がゲームを企画準備し、英語で司会進

行をします。まず、クリスマスの由来が説明され、その理解を問う True or False

ゲームが行われました。そして全員で ”We wish you a Merry Christmas”を歌

って、パーティーの始まりです。クリスマスにちなんだ「宝探し」ゲームやプレゼ

ント交換を行いました。参加者は英語で飲食物を注文したり、参加者同士が質問し

あうことでビンゴが完成する「プロフィールビンゴ」ゲームをしたり、英語で交流

を深めました。                  ＜参加者：43 名＞ 

                          ＜参加者：43 名＞ 
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2016/1/13 『TTIC 報告会』 

 
米国 TTIC（Toyota Technological Institute at Chicago 豊田工業大学シ

カゴ校）へ留学していた修士学生 2 名による留学報告会が行われました。TTIC

へは毎年修士学生が留学しており、また正規学生として学んでいる学生もいま

す。３ヶ月間の留学を終えた学生が、大学での授業の様子・寮生活・他の学生

達との交流について英語で発表しました。将来 TTIC への留学を希望している

学部学生たちは、貴重な留学体験の話に興味深く耳を傾け、現地での生活につ

いて質問する姿が見られました。          ＜参加人数：20 人＞ 

 

  

本学を訪れる外国人研究者・留学生の為に、E-SUP 学生たちが大学周辺の英語地図を

作成しました。 

スーパーや薬局、学生たちが良く利用するおすすめのお店などの生活情報を盛り込み、

実際に現地に足を運んで写真に収め、すぐに役立つ一枚の地図にまとめました。 

さらに内容を充実させるべく、プロジェクトを継続する予定です。 

＜参加者：17 名＞                      

12/22 『久方マップ作成発表』 
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前期 後期 

4 月 Lunchtime Chatting 

Tea Time & Coffee Hour 開始 

10 月 スピーチコンテスト 

海外英語演習報告会・連携校ｻﾏｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ報告会 

修士海外学外実習報告会 

ハロウィンパーティー 
5 月 English Night 

6 月 初夏の遠足 12 月 語彙コンテスト 

World Cooking Day 7 月 久方マッププロジェクト 

8 月 サマーセミナー 1 月 TTIC 報告会 

2016 Event Plan 

Opening Hours 

Monday-Friday 1:00p.m.-7:00p.m. 

Lunchtime Chatting 

Monday to Friday 12:05p.m.-12:50p.m. 

Tea Time/Coffee Hour  

Every Thursday 3:00p.m.-4:00p.m. 

 

Everyone is welcome! 

◆◇2016 年度運営メンバー◇◆ 

＜教員＞原大介教授 伊東田恵准教授 吉村雅満教授 小島信晃助教 

Greg Gagnon 特任非常勤講師 Tim Phillips 非常勤講師 

＜事務職員＞三井正人 GM 水谷真由子係員 松本絵里係員 澤野紀子係員 

＜学生ボランティア＞E-SUP 制度対象学生・一般学生 

 


